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図の説明

●ミュラー・リヤー錯視（the Müller-Lyer illusion）･･･同じ長さの線分の両端に矢羽を付けた場合、内向きに付けると線分は短く見え（上図）、外向きに付けると線分は長く見える（下図）。
●ツェルナー錯視（the Zöllner illusion）･･･平行な線分に斜線を交差させると、それらの交差角を過大視する方位に線分が傾いて見える。
●ポッゲンドルフ錯視（the Poggendorff illusion）･･･平行線分に遮断された斜めの線分は実際には一直線上にあるのに、右側の斜線がより上にシフトしているように見える。
●ポンゾ錯視（the Ponzo illusion）･･･同じ長さの２つの平行線分を逆V字形の中に入れると、逆V字形の頂点に近い線分が遠い線分より長く見える。
●ジャストロー錯視（the Jastrow illusion）･･･同じ大きさの扇子形を図のように並べると、扇の中心の側に置いた図形がより大きく見える。
●オッペル・クント錯視（the Oppel-Kundt illusion）･･･右から2番目の線分は両端の線分のちょうど中間にあるのだが、右に寄っているように見える。
●エビングハウスの大きさ（円対比）錯視（the Ebbinghaus areal illusion）･･･中くらいの円が複数の大きい円に囲まれるとより小さく見え、複数の小さい円に囲まれるとより大きく見える。ティチェナーの円環錯視とも呼ばれる。
●デルブーフの大きさ錯視（the Delboeuf areal illusion）･･･ある円がそれよりもずっと大きい円に囲まれると小さく見え、適度に大きい円に囲まれると大きく見える。また、ある円にそれより少し小さい円が中に入ると小さく見える。
●ボールドウィン錯視（the Baldwin illusion）･･･線分の両端に小さい正方形が接続されると長く見え、大きい正方形が接続されると短く見える。
●ミュンスターベルク錯視（the Münsterberg illusion）･･･上下2列の正方形の列が水平に時計周りにずれると、その間に引かれた線分が時計周りに傾いて見える。
●カフェウォール錯視（the Café Wall illusion）･･･ミュンスターベルク錯視の被誘導線分が灰色の場合。錯視量はミュンスターベルク錯視よりも大きい。ミュンスターベルク錯視はカフェウォール錯視の特別な例でもある。
· フレーザー錯視（the Fraser illusion）･･･垂直に近い斜線を垂直に並べると、その斜線と同じ方位の大きい斜線が知覚される。この図形は、「ねじれ紐（twisted cords）」とも呼ばれる。環状に配置しているのに渦巻き状に見えるバージョンが有名。
●へリングの彎曲錯視（the Hering illusion of curvature）･･･平行な2本の水平線分が中心近くで膨らんでいるように見える。
●ブントの彎曲錯視（the Wundt illusion of curvature）･･･平行な2本の水平線分が中心近くで引き合っているように見える。
●視野の上半の過大視･･･上に置かれた図形が大きく見える。
●ブント・フィック錯視（the Wundt-Fick illusion）･･･長さが同じでも、垂直に置かれた線分は水平に置かれた線分よりも長く見える。
●ヘルムホルツの正方形（the Helmholtz square）･･･横縞模様の正方形では、縦が横より長く見える。
●ティチェナーの平行線の錯視（the Titchener illusion of parallels）･･･長い平行線の幅は短い平行線の幅より狭く見える。
●エビングハウスの角度錯視（the Ebbinghaus angular illusion）･･･長い線分に交差している短い線分の延長上にもう一つの短い線分が描かれているのだが、その離れた線分は内側にずれて見える。
●小保内の角度錯視･･･斜線の延長線上に垂直線の先端があるのだが、斜線が内側にずれて見える。
●デルブーフの角度錯視（the Delboeuf angular illusion）･･･左の斜線の延長上に右の斜線と垂直線との交点があるのだが、左の斜線が下にずれて見える。
●ザンダー錯視（the Sander illusion）･･･左の対角線が同じ長さの右の対角線よりも長く見える。
●線分の長さの対比･･･上3本と下3本はそれぞれ同じ長さだが、上から3本目はより短く、下から3本目はより長く見える。
· ギラム錯視（the Gillam illusion）･･･一直線上にある左の線分よりも右の線分が上に見える。
●ポンゾの円筒･･･右上の円筒が左下の円筒よりも大きく見える。
●盛永のずれ錯視（the Morinaga misalignment illusion）･･･矢羽の先端は丁度垂直線上にあるのだが、お互い食い込むようにずれて見える。このずれの方向がミュラー・リヤー錯視と反対なので、盛永のパラドックスの１つに数えられる。
●傾き錯視の間接効果（the indirect effect of the tilt illusion）･･･傾き錯視では、交差角50～90度で逆錯視すなわち交差角の過少視が見られ、これを間接効果と言う。図では、垂直線が右に傾いて見える。ツェルナー錯視では見られない。
●ロッド・フレーム錯視（the rod-frame illusion）･･･フレームの傾きに応じて線分が傾いて見える。単純な交差角過大視では説明できない。
●ジャストロー・今井の大きさ錯視･･･下の台形が上の台形よりも大きく見える。今井の研究が有名だが、ジャストローが先行している。後にポップカップ錯視（the pop-cup illusion）と名づけた研究者もいた。
●ツェルナー逆錯視･･･交差角3度程度で特別な配置の時に、ツェルナー錯視の逆錯視すなわち交差角の過少視が見られる。
●レニー錯視（the Lennie illusion）･･･左上の45度の角は右下の45度の角よりも角度が小さく見える。
●和田・田中の角度錯視･･･鋭角ではそれを構成する線分が短い方が角度が小さく見え、鈍角では線分が短い方が角度が大きく見える。
●内藤の重力レンズ錯視（the Naito gravity-lens illusion）･･･4つのドットは平行四辺形の頂点に位置するのだが、近接する円に引っ張られて位置を変えたように見える。
●ヘフラーの彎曲対比錯視（the Höfler illusion of curvature-contrast）･･･きつい曲がりの円弧で囲まれた円弧は曲がりが緩く見え、緩やかな曲がりの円弧で囲まれた円弧は曲がりがきつく見える。
●ギブソンの彎曲錯視（the Gibson illusion of curvature）･･･直線と円弧が近接すると、直線は円弧とは反対方向に曲がって見え、円弧は曲がりが大きく見える。
· 今井の彎曲錯視･･･4つの円弧の曲がりが大きく見える。
●イラディエーション（irradiation）･･･黒地に白の正方形は、白地に黒の正方形よりも大きく見える。一般的に、白の領域は隣接する黒の領域を「侵して」広く見える。
●ブントの角度錯視（the Wundt angular illusion）･･･小さい角度の扇形に挟まれた扇形は、大きい角度の扇形に挟まれた扇形よりも中心角が大きく見える。
●同時方位錯視（the simultaneous orientation contrast）･･･線分同士が交差しない方位錯視。図では、真ん中の垂直線が左に傾いて見える。
●メツガーの図形（one of the Metzger figures）･･･円が縦長に見える。
●ウェイト・マッサロ錯視（the Waite-Massaro illusion）･･･ミュラー・リヤー図形の内向図形（上図）は、外向図形（下図）よりも（縦の）幅が広く見える。
●オービソン錯視（the Orbison illusion）･･･同心円上に配置された正方形の辺が内側に曲がって見える。
●ポッゲンドルフ逆錯視･･･ポッゲンドルフ不完全図形のうち鋭角側を残した図形では、ポッゲンドルフ錯視のずれとは逆に見える。すなわち、左下の斜線の延長より下に右上の斜線が位置しているように見える。
●ザンフォリン錯視（the Zanfolin illusion）･･･円の直径と円間の距離は等しいが、距離の方が大きく見える。
●相称三分割距離錯視･･･外側の距離と内側の距離を3対2の比になるよう対称的に三分割すると、内側の距離・外側の距離ともに長く見える。
●シェパード錯視（the Shepard illusion）…2つの平行四辺形は全く同じ形なであるが、違った形に見える。
●リップスの方向錯視（the Lipps illusion of direction）･･･中の3本線は平行だが、両端に付けられた線分の方位に同化したように傾きが変わって見える。
· リップスの彎曲錯視（the Lipps illusion of curvature）･･･円の最下部は一直線上にあるが、大きい円は上にシフトしているように見える。
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